
2025年度 一般社団法人飯塚青年会議所 アクションプラン 

委員長  氏名： 遠藤 訓之                       

Ver.20 

例会委員会 

① 例会の厳粛なる式典の企画・運営 

(現状と課題)  

 一般社団法人飯塚青年会議所（以下、飯塚 JC）はこれまで厳粛なる式典の企画・運営を行ってまいりました。

2023年度は厳粛なる式典運営をするためのマニュアル（飯塚 JCプロトコル）を作成し、2024年度はタイムスケジ

ュールを変更するなど、工夫を凝らして式典の企画・運営しました。 

 なぜこれまで、毎年厳粛なる式典の企画・運営に尽力してきたのか。それは月に 1 度会員一同が会し、セレモ

ニーや理事長挨拶を通して、理念や目的を共有し意識統一を図る重要な機会になるからです。 

 例会委員会が尽力してきたにも関わらず、意識統一を図る重要性を理解できていない会員もいるため、セレモ

ニーの唱和等不十分な時があります。 

 会員一同が理解し、いつでも誰でも同じ質の厳粛なる式典を継続してできるよう尽力しなければなりません。 

そのためにも、飯塚 JCプロトコルのさらなる周知、活用、更新が必要です。 

(目的)  

■常に同じ質の厳粛なる式典を継続して運営することを目的とします。 

■会員が厳粛なる式典で意識統一を図ることを目的とします。 

(事業内容)   

■例会の厳粛なる式典の企画・運営します。 

1）事前に入念な打ち合わせ・リハーサルを行い読み間違いや時間配分の不備を減らします。 

2）1分 1秒無駄にしないタイムスケジュールで真剣に臨みます。 

3）飯塚 JCプロトコルを活用・更新し、例会を進化させます。 

(事業) 

② 例会アワーの企画・実施 

(現状と課題)  

 飯塚市、嘉麻市、桂川町の 20 代、30 代の人口に対し、飯塚 JC の会員割合は全国的に見て上位です。多くの

会員がいるからこそ様々な職種や考え方があり、自分と同じまたは違う考え方に触れ、気付きを得ることができ

ます。そのような多くの会員が例会で交流し、価値観を共有し、自らを磨き、成長する機会や魅力が飯塚ＪＣには

あります。また会員がお互いを理解し、信頼関係を深めることで、仲間と共に組織をより魅力あるものにできま

す。 

 さらに、JC には人脈や機会にも恵まれています。このようなスケールメリットを活かした素敵な経験にめぐり合

い、自らの能力を高めることもできます。 

 このような素晴らしい魅力があるにも関わらず、魅力に気づいていない方がいます。JC の魅力に気づいていな

い方のために、より魅力を提供し、意識を向上する必要があります。成長の機会を逃さないために、自ら動き考

え行動を起こし、この機会を掴み取る必要があり、掴み取った機会により、仲間と共に魅力ある JAYCEE になっ

て頂きたいと考えます。 

(目的)  

■会員の JCに対する魅力が向上し、率先して行動する人間になることを目的とします。 

(事業内容)   

■例会アワーの企画・実施します。 

1）工夫を凝らした動員の手法を実施します。 

2）交流をメインとしたアワーを企画・実施し、会員同士の交流を図り成長と発展の機会の場にしま

(事業) 
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す。 

3）JC のスケールメリットを活かしたアワーを企画・実施し、JC の魅力を伝えるとともに会員開発に

取り組みます。 
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委員長氏名： 遠藤 訓之   佐藤 涼介             

Ver.28 

例会委員会・総務渉外委員会 

①新春祝賀会の企画・実施 

(現状と方向性)  

 一般社団法人飯塚青年会議所（以下、飯塚 JC）は毎年 1 月に新春祝賀会を開催しています。新春祝賀会では

諸先輩方、来賓の方、地域の方、来訪 JC の方へ前年度の飯塚 JC の運動に対するご理解とご協力の御礼を伝

え、今年度の飯塚 JCの方向性を示しています。 

 前年度は「こどもはこのまちの未来だ！宣言」をはじめ多くの持続可能な地域をつくる事業を実施しました。そ

の中で対外の方、諸先輩方に大変お世話になりました。 

今年度も持続可能な地域をつくる運動を予定しています。会員一同が自ら行動を起こし、対外の方と交流し感

謝の気持ちを伝えるとともに、改めて飯塚 JC の運動に対するご理解とご協力をお願いします。Action！～仲間

と共に～というスローガンのもと、当事者意識を持って自ら考え行動することで活発な新春祝賀会となり、飯塚

JCが地域を先導する組織だということを発信します。 

(目的)  

■対内（現役） 

1）理事長の想い、飯塚 JCの方向性を理解することを目的とします。 

2）シニア、対外の方に前年度の感謝の気持ちを伝え、交流することで今年度の活動の礎となることを目的としま

す。 

■対内（シニア）・対外 

1）前年度の活動報告を行い、感謝の気持ちを伝えます。 

2）今年度の飯塚 JCの方向性を示し、ご理解とご協力をお願いします。 

(事業内容)   

■新春祝賀会を企画・実施します。 

1）飯塚 JC が一丸となって、自ら行動を起こし新春祝賀会に取り組んで頂くため、事前活動から参

加できるように努めます。 

2）事業当日では現役会員一人ひとりが自ら動き、対外の方と交流できるよう構築します。 

 

(事業) 

②創立 72周年記念式典の企画・実施  

(現状と方向性)   

1953年に創立されて以来、飯塚 JCはこの地域に明るい豊かな社会を築くという想いをつなげてきました。創

立 71周年記念式典では、スローガンである Challenge として、現役と諸先輩方が同席し、未来へとつながる交流

を行いました。その結果親睦を深め、互いがひとつとなり、創立の想いを改めて認識しました。 

創立 72周年記念式典では、今日までの歴史に感謝し、お祝いするとともに厳粛な式典を行います。現役が諸

先輩方と能動的に交流（Action！）し、昨年度より広く深い関係を築くことで新たな出会いや気づきを得ることがで

きる創立記念式典を企画・実施します。 

(目的)   

■対内(現役) 

1)自ら率先して諸先輩方と交流を行い、新たな気づきを得て今後の JC活動や JC運動の基盤となることを目的

とします。 

(事業内容)   

■創立 72周年記念式典の企画・実施をします。  
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1)飯塚 JCが一丸となって、自ら行動を起こし 72周年記念式典に事前活動から参加できるよう努め

ます。 

2)事業当日に現役会員一人ひとりが新たな気づきを得るため、自ら率先して諸先輩方と交流を行う

記念式典を構築します。 

(事業) 
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年間事業フレーム

委員長　遠藤　訓之
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例会の厳粛なる式典の企画・運営

新春祝賀会の企画・実施
（1月例会）

2月合同例会の企画・実施

創立記念式典の企画・実施
（7月例会）

飯塚JC全体で取り組む会員拡大

飯塚JC全体で取り組む山笠運営 山笠担当者との連絡調整・会議等への協力 本番 山笠担当者との連絡調整・会議等への協力

11月例会
報告

検証 引継

拡大意識醸成のための会員同士の魅力の発信及び共有

11月例会
審議

11月例会
実施

3月例会
報告

4月例会
報告

5月例会
報告

6月例会
報告

8月例会
報告

9月例会
報告

10月例会
報告

8月例会
実施

9月例会
実施

10月例会
実施

事業報告 引継

例会アワーの企画・実施

引継・調査・研究
3月例会
協議

4月例会
協議

5月例会
協議

6月例会
協議

引継 調査・研究
事業計画
協議

事業計画　
　　審議

事前準備 事業実施

3月例会
実施

4月例会
実施

5月例会
実施

6月例会
実施

8月例会
審議

9月例会
審議

10月例会
審議

8月例会
協議

9月例会
協議

10月例会
協議

11月例会
協議

3月例会
審議

4月例会
審議

5月例会
審議

6月例会
審議

検証

引継

調査
研究

第2エリアとの連携
事業計画
協議

事業計画　
審議

事業実施 検証 事業報告 引継

調査・研究
事業計画
協議

事業計画
審議

事業実施 検証 事業報告

12月

引継 調査・研究 飯塚JCプロトコルの周知・検証・更新 引継

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

全

国

大

会

（

福

岡

）

世

界

会

議

（

台

湾

）

世

界

会

議

（

チ

ュ

ニ

ジ

ア

）

一般社団法人飯塚青年会議所

委員会　例会委員会

運動・事業名
9月 10月 11月 12月 1月

京

都

会

議

（

京

都

）

Ａ

Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｃ

（

モ

ン

ゴ

ル

）

サ

マ

コ

ン

全

国

大

会

（

佐

賀

）
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年間事業フレーム

委員長　　佐藤　涼介
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新春祝賀会の企画・実施
（1月例会）

創立記念式典の企画・実施
（7月例会）

渉外活動

飯塚JCの魅力を最大限に発信する常時広報活動

主務官庁書類作成

出欠等資料の記録・管理

SNS・HP・デジタル手帳の管理・更新

厳正かつ厳粛な総会運営

出向者の支援

飯塚JC全体で取り組む会員拡大

飯塚JC全体で取り組む山笠運営

事業計画
協議

調査・研究
事業計画
協議

検証
事業計画
審議

事業実施

5月 12月11月 12月 1月

引継
都度作成

(定款の変更・退会者書類等)

事業報告

事業計画
審議

事前準備 引継

引継

引継
常時広報活動

(活動・事業等の発信)

事業実施 検証 事業報告引継

常時行われる渉外活動
(各種大会等のスケジュール管理・帯同)

引継

調査・研究

一般社団法人飯塚青年会議所

委員会　総務渉外委員会

2月 3月 4月

京

都

会

議

（

京

都

）

運動・事業名
9月 10月

全

国

大

会

（

福

岡

）

世

界

会

議

（

台

湾

）

世

界

会

議

（

チ

ュ

ニ

ジ

ア

）

Ａ

Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｃ

（

モ

ン

ゴ

ル

）

8月 9月 10月

サ

マ

コ

ン

全

国

大

会

（

佐

賀

）

6月 7月 11月

検証 事業報告

引継 名簿作成
都度記録・作成

(入会・退会による名簿の変更)

引継 手帳更新 SNS・HP・デジタル手帳の更新・変更

拡大意識醸成のための会員同士の魅力の発信及び共有

山笠担当者との連絡調整・会議等への協力 本番 山笠担当者との連絡調整・会議等への協力

調査・研究
事業計画
協議

事業計画
審議

実施 事業報告

引継 出向者確認 出向者の支援

引継
事業計画
協議

事業計画
審議

実施
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